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1nm の論理回路 (AND,NOR,Memory)を作成したという報告が 2001年の トピックとなった[31｡直径
が1nm のカーボンナノチューブを 『見よう』とすると､ 走査プローブ顕微鏡 (用語注‥scanningprobe
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Fig.6に共鳴ラマンの2つの共鳴条件を示した｡庖 中の交差する直線は,グラファイ トの ブリルアン






















































プロセスで共鳴状態が 2つ起れば,共鳴による効果が 2重になるので,強度が 一次のラマン散乱と同程度
になるというのが,二重共鳴ラマンの原理であるOこのためには k+qの状態は常に共鳴しなければなら
ない(Fig.6(b))｡二つ目の共鳴条件として入射光共鳴(bl,b2)と散乱光共鳴(b3,b4)で 2通りがあり,
さらに弾性散乱が先(b2,b4)または 後(bl,b3)で 2通りで合計 4通りの場合がある｡倍音モー ド(G'バ
ンド)の場合には,qと-qでフォノン散乱が起るので Fig･6の(bl)と(b4)のみ可能である｡
このグラファイ トでの二重共鳴ラマン分光で特徴的なことは,入射する光のエネルギーを増加させると,
kの状態が K点から離れ,二重共鳴ラマンに必要な qが大きくなることであるOしたがって レーザのエネ
ルギーを変えると異なる qの フォノンを観測することになり,フォノンに分散関係がある場合には,ラマ
ンシフトの周波数がレーザーのエネルギーに依存することが説明できる｡Dバンドの場合には実験で レー
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